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南紀熊野観光塾　塾長：山田　桂一郎（やまだ けいいちろう）

　昨年度に引き続き、持続可能な観光を担う人材の養成を目的とした「南紀熊野観光塾」を開講することになりました。

　この塾では、単に観光を基軸とした地域づくりの先進的な事例を学ぶだけでなく、「選ばれ続ける地域」をモットーに

「南紀熊野地域」が抱える問題・課題を共有し、あるべき姿をみんなでとことん考えていきます。今年度は本当の意味で

の地域活性化とは何かについて、さらに深く検討できるよう、プログラムの充実をはかりました。観光事業者のみならず、

地方公共団体、観光まちづくりに取り組んでおられる皆さまの積極的な受講を心からお待ちいたしております。もちろん、

第１期生の皆さまの受講も大歓迎です。建前なしの本音トーク全開で大いに意見交換し、交流の輪を広げましょう。

「南紀熊野観光塾」塾長からひと言　＜塾の目的＞

1965 年   三重県津市生まれ  
1987 年   ツェルマット観光局 日本人対応インフォメーション、セールス・プロモーション担当  
1992 年   ＪＴＩＣ．ＳＷＩＳＳ（日本語インフォメーションセンター）設立  
1996 年   環境省環境カウンセラー（事業者部門）として登録、ヴァレー州観光局日本・アジア向けプロモーション担当  
1999 年   Ｍｔ．６（ベスト　オブ　ザ　クラッシック　マウンテンリゾート） 　環境政策とＣＳ（顧客満足度推進）顧問就任  
2003 年   環境省環境カウンセラー（市民部門）として登録  
2004 年   特定非営利活動法人　日本エコツーリズム協会　理事  
2004 年   まちづくり観光研究所　主席研究員
2005 年   内閣府、国土交通省、農林水産省認定　観光カリスマ    
2011 年   和歌山大学客員教授　北海道大学客員准教授

「世界トップレベルの観光ノウハウを各地に広めるカリスマ」として、これまでヨーロッパを中
心とした環境保全（環境保全活動プログラム、環境教育、環境アセスメント等。また、海外在住
者として初めて日本の環境庁（現環境省）に登録された環境カウンセラー）と世界各地における
プログラム・ツアーの実施と観光・集客交流の事業化、マーケティングの経験を活かし、地域・
観光振興（まちおこし・自立型地域経営、サービス向上、人材育成や中心市街地・商店街活性化等）
に関する講演やセミナーを全国で開催している。また、日本国内でも地域振興・再生のコンサル
タントとしてさまざまな事業化を進め、多方面で積極的に活動を展開し、多くの実質的な成果と
結果を残している。最近は、民間企業や NPO 法人のほかにも、多くの省庁や地方公共団体、行
政団体の委員、プロデューサー、コーディネーター、アドバイザー等をつとめ、大学や高等教育
機関での講師も行っている。

塾長 プロフィール

塾長 経歴

「南紀熊野観光塾」塾長紹介
塾長 ： 山田 桂一郎　ＪＴＩＣ．ＳＷＩＳＳ代表、エコツーリズム協会理事、観光カリスマ和歌山大学 産学連携・研究支援センター客員教授

講師 ： 出口 竜也 　和歌山大学 観光学部 観光経営学科教授

講師 ： 此松　昌彦 

講師 ： 竹林 浩志 　和歌山大学 観光学部 観光経営学科准教授

【竹林浩志（たけばやし ひろし）】和歌山大学 観光学部観光経営学科 准教授
1970 年大阪府生まれ。1995 年関西大学商学部卒業、2000 年関西大学大学院商学研究科博士課程後期課程を単位取
得後退学し、大阪明浄大学（現 大阪観光大学）観光学部専任講師に就任。同学部助教授を経て、2007 年和歌山大学
経済学部観光学科准教授に就任。2008 年より現職。専門は観光戦略論、経営組織論、リーダーシップ論。近年は、
観光地運営における戦略主体の移転や組織的凝集力などを中心とした経営学的研究に高い関心を持っている。また、
観光庁「観光地域づくり人材育成ガイドライン検討会」委員も務めている。

（著書）『現代のチーム制－理論と役割－』（共編著、同文舘、2003 年）、トライブ著『観光経営戦略－戦略策定から
実行まで－』（共訳書、センゲージラーニング、2007 年）、『ホーソン実験の研究－人間尊重的経営の源流を探る－』（共
著、同文舘、2008 年）、『観光入門－観光の仕事・学習・研究をつなぐ－』（共著、新曜社、2011 年）など。

【出口竜也（でぐち たつや）】和歌山大学 観光学部観光経営学科 教授
1964 年石川県金沢市生まれ。1987 年富山大学経済学部卒業、1991 年神戸商科大学（現在兵庫県立大学）大学院経
営学研究科博士後期課程を中退し、徳島大学総合科学部専任講師に就任。同学部助教授を経て、2007 年和歌山大学
経済学部観光学科教授に転任。2008 年より現職。専門は経営組織論、経営戦略論、観光経営論。近年は、人類学的
アプローチによる経営学研究や産業集積研究に高い関心を持っている。また、諏訪産業集積研究センター（SIARC）理事、
いき交流文化デザイン研究所理事、日本うどん学会評議員など、幅広い分野で要職を務め。学際的な活動を進めている。

（著書）「日本的経営の本流―松下幸之助の発想と戦略―（共著、PHP 研究所 1997 年）」・「ケースブック現場イズム
の海外経営（共著、白桃書房 1997 年）」・「社葬の経営人類学（共著、東方出版 1999 年）」・「経営学への旅立ち（共著、
八千代出版 2001 年）」・「企業博物館の経営人類学（共著、東方出版 2003 年）」・「ケースブック・ビジネスモデルシ
ンキング（共著、文眞堂 2007 年）」「経営戦略の基礎（共著、東京経済情報出版 2007 年）」・「会社文化のグローバル化（共
著、東方出版 2007 年）」・「新グローバル経営論（共著・白桃書房 2007 年）」・「経営理念―継承と伝播の経営人類学
的研究―（共著・PHP 研究所 2008 年）」など。

「南紀熊野観光塾」講師紹介

和歌山大学 教育学部 理科教育 教授
防災研究教育センター長

【此松昌彦（このまつまさひこ）】和歌山大学教育学部　教授
1963 年東京都生まれ。1987 年東海大学海洋学部卒業、1996 年大阪市立大学大学院理学研究科後期博士課程を単位
取得後退学し、蒜山地質年代学研究所へ就職。1999 年和歌山大学教育学部助教授に就任。2008 年より現職。2010
年より和歌山大学防災研究教育センター長を併任。専門は地質学・古環境学・防災教育。和歌山県では新生代の地質、
特に第四紀の古環境について研究している。学校や地域での防災教育プログラムを開発している。最近は南紀熊野ジ
オパーク推進協議会の学術専門委員として、南紀熊野ジオパークをサポートしている。ジオパークから地域住民が、
住んでいるところの自然史を学び、災害に対して備えるためのプログラムを研究している。

講演＆開塾式＆懇親会 講師：山田桂一郎 塾長

『選ばれ続ける地域とは』
～南紀熊野に必要なこと～ 　　 

和歌山県立情報交流センター Big・U研修室１
田辺市新庄町 3353-9-102

平 成
26 年  10    17  月　　日（金）

18：30 ～ 20：30（開場 18：00）

会
場

日
時

田
辺
会
場

特別講演 （西牟婁地域） 講師：山田桂一郎 塾長
 特 別 回

記念講演

　
講
演一

般開放回

田
辺
会
場

『観光戦略論』 講師：竹林浩志

和歌山県立情報交流センター Big・U研修室１
田辺市新庄町 3353-9-102

田辺市新庄町 3353-9-102

平 成
26 年 12    2   月　日（火）11：00 ～ 12：00

会
場

日
時

平 成
26 年 12    2   月　日（火）13：00 ～ 16：30

会
場

日
時

講義 講師：山田桂一郎 塾長、竹林浩志

『地域経営・付加価値とは』
 講師：山田桂一郎塾長＆ゲスト
和歌山県立情報交流センター Big・U研修室１

第 3 回
塾講演

◆塾講義

◆観光概論講義

第１回
塾講演

会場②田辺商工会議所 3階
田辺市新屋敷町 1番地

会場①和歌山大学 和歌山市栄谷 930

平 成
26 年 11    25   月　　日（火）
10：30 ～ 12：30

会
場

日
時

『観光学部セミナー』
 講師：山田桂一郎塾長＆藻谷浩介氏

◆塾講義

田
辺
会
場

『選ばれ続ける地域に必要なこと』　
～一日丸ごと山田ゼミ～講師：山田桂一郎塾長

秋津野ガルテン
田辺市上秋津 4558-8

平 成
26 年 10：00 ～ 16：30

会
場

日
時

講義 講師：山田桂一郎 塾長第２回
塾講演

田
辺
会
場

田辺市上秋津 4558-8

平 成
26 年 11    25   月　　日（火）

 11　26   月　　日（水）

16：00 ～・17：30～

会
場

日
時

秋津野ガルテン
◆開塾式 ・ 懇親会

◆塾講義

古
座
川
会
場
予
定

『ジオツーリズム ・ エコツーリズム 』 講師：此松昌彦

南紀月の瀬温泉ぼたん荘（予定）
東牟婁郡古座川町月野瀬 881-1

東牟婁郡古座川町月野瀬 881-1

平 成
27 年  1   13   月　　日（火）

 1   13   月　　日（火）

11：00 ～ 12：00

会
場

日
時

平 成
27 年 13：00 ～ 16：30

会
場

日
時

講義 講師：山田桂一郎 塾長、此松昌彦

『観光地と資源・環境について』

南紀月の瀬温泉ぼたん荘（予定）

第５回
塾講演

◆塾講義

◆観光概論講義

田
辺
会
場

『海外から見た熊野』 講師：山田桂一郎塾長

和歌山県立情報交流センター Big・U研修室 2
田辺市新庄町 3353-9-102

田辺市新庄町 3353-9-102

平 成
27 年  2   10   月　　日（火）

平 成
27 年  2   10   月　　日（火）

11：00 ～ 12：00

会
場

日
時

13：00 ～ 16：30

会
場

日
時

講義＆閉塾式＆修了証授与＜終日＞ 講師：山田桂一郎 塾長

『世界基準の観光とは』
 講師：山田桂一郎塾長＆ゲスト
和歌山県立情報交流センター Big・U研修室 2

第６回
塾講演

◆塾講義

◆観光概論講義

田
辺
会
場

『観光行動論』 講師：出口竜也

和歌山県立情報交流センター Big・U研修室１
田辺市新庄町 3353-9-102

田辺市新庄町 3353-9-102

平 成
26 年 12    9   月　日（火）11：00 ～ 12：00

会
場

日
時

平 成
26 年 12    9   月　日（火）13：00 ～ 16：30

会
場

日
時

講義 講師：山田桂一郎 塾長、出口竜也

『地域資源の商品化について』
 講師：山田桂一郎塾長＆ゲスト
和歌山県立情報交流センター Big・U研修室１

第４回
塾講演

◆塾講義

◆観光概論講義

大
学
講
義
の
受
講
か

地
域
で
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
か

選
択
頂
け
ま
す
。

  月　　日（火）

『どんな地域をめざすのか
〜未来の熊野のために〜』
 講師：山田桂一郎塾長

和歌山県立情報交流センター Big・U研修室１
田辺市新庄町 3353-9-102

平 成
27 年  2   10

会
場

日
時

特別講演（田辺地域） 講師：山田桂一郎 塾長 特 別 回

記念講演

講演
一般開放回

田
辺
会
場

18：30 ～ 20：30（開場 18：00）

※講演会場は参加人数によって変更することもあります。

『UNWTO の持続可能な観光世界基準フォーラム』　
　〜世界的観光地に向けた取り組み〜

特別例会（田辺地域） 特別例会
田辺

市
熊
野
ツ
ー
リ

ズム
ビューロー連

携

本
宮
会
場
予
定

1964 年山口県生まれ。東京大学法学
部卒業。米国 NY 市コ
ロンビア大学経営大
学院（経営学修士；
MBA）卒業。
日本開発銀行 ( 現日
本政策投資銀行 ) で
は、地域企画部や地
域振興部に所属し、

参事役を多く勤めている。
DBJ シンガポール（株）シニアアドバ
イザーや、シンガポール国際企業庁
アドバイザーの経験もあり、まちづ
くり、観光振興、産業振興、人口成熟
問題を専門に研究している。2010 年
に出版した著書「デフレの正体」はベ
ストセラーとなり、今も多くの注目
を集めている。

『集客ゼミ』〜海外や県外からの誘客の仕組みと
インフラ整備のリスク〜

ゲスト講師 ： 藻谷浩介氏

■ 南紀熊野観光塾 カリキュラム
【 2014.11.25 ～ 2015.2.10 】

世界基準の観光地とは？　　　　　　　
観光地運営のガイドラインを学ぶ

格安航空、新幹線や高速道路整備の恩恵とリスクを学
ぶ。JR ディスティネーション、大型観光誘客キャン
ペーンとその後の地域とは。他地域の事例から学ぶ

講師：山田桂一郎塾長＆ゲスト

田辺市熊野ツーリズムビューローと連携

１月1３日
午前・午後

１２月2日
午前・午後

１２月9日
午前・午後

２月10日
午前・午後

10月

11月

12月

2月

１月

2月10日夜
特別講演は
一般開放

10月17日夜
特別講演は
一般開放

25・26日
１泊２日
予定

1月30日
～2月1日
予定


